第４０課　　答えが遅れたイサク　(創25:19～26)
創世記には世界征服、罪、苦難、祈りに関する奥義がとても詳しく書かれています。神様は生きておられて、神様のみことばは今も成就しています。今も神様は祈りに細かく答えておられ、救いの働きを成し遂げておられます。神様はサタンの活動を知っておられるため、聖霊で働かれて、主の使いを用いて助ける働きを今もしておられます。
１．創世記の重要な聖句
（１）創1:27～28、3:1～6、3:16～20、3:15
（２）創6:1～20、12:1～10、22:1～13、26:10～26、28:10～22、32:22～32
（３）創39:1～6
２．イサクに答えが遅れた理由
（１）神様は上の聖句の奥義を知らせることを願っておられます
　　　申6:6～8、イザ40:1～8、エゼ37:1～14
（２）祈らせるため
　　　①創25:21　　　　　　　　　　　　　②サムエル
　　　③サムソン　　　　　　　　　　　　　④バプテスマのヨハネ
（３）ふたごをくださるため
　　　①創25:22
　　　②Ⅰサム1章ハンナの祈り
（４）神様の重大な計画を知らせるため
　　　①創25:33
　　　②神本（神中心）主義、人間主義の説明
　　　③2つの信仰の始まり
　　　④2つの信仰の過程
　　　⑤2つの信仰の結果を説明
